
 
 

麻しん（はしか）に関しての注意喚起と予防接種の勧奨について 

みだしのことについて、本県を訪れた観光客の麻しん発生報告に続き、平成３０年４月８日現在３３名の罹患

者が沖縄県内で報告されています。那覇市においても１３名の罹患者が出ている状況です。（小学生以下の子ど

もは４名）ご存知のように、麻しんは感染力が非常に強く、小児が感染すると、肺炎、中耳炎、脳炎などの合併

症を起こすことがあり、感染拡大のための注意が必要です。沖縄県において、平成 11年から 13年の間に二度の

大きな「はしか」の流行があり 9 名の乳幼児の命が失われてしまいました。「はしか」という病気は現代でも非

常に恐ろしい病気です。しかし予防することはできます。もしもあの時沖縄で、多くの人が予防接種を受けてさ

えいれば悲劇は防げたかもしれません。今後、沖縄県では麻しんの流行期に入るものと考えられます。過去の予

防接種歴を確認いただき、未接種等、接種回数が不足している方、又は接種歴が不明な方は早めの摂取をお勧め

します。予防接種を希望される際には、必ず医療機関に事前に連絡し、予約を行ってください。 

 

＜麻しん（はしか）の症状＞ 

 

 潜伏期間：１０～１２日程度（周囲に感染させる期間は症状が出現する１日前から） 

 症 状 ：まず熱や咳、鼻汁、めやになどで始まり、目の充血や口の粘膜の発赤などが目立ちます。口の中

の粘膜に白いブツブツ（コプリック斑）が見られることもあります。３日ほど経った頃、一旦熱

が軽くなりますがすぐまた高熱となります。その頃から発疹が出てきます。発疹は耳の後ろから

始まり次第に全身に広がります。発疹が出始めて 3～4 日経つと熱は下がり、発疹は次第に黒ず

んだ色に変わってきます。 

 ※発熱、発疹があった場合、行動歴等を確認の上、はしかが疑われる場合は、医療機関に「麻しん（はしか

かもしれない」ことを事前に電話で伝えてから、病院の指示に従って受診してください。 

 

麻しん・風しん（MR)１期未接種の方への行政措置について 

１．接種対象者：定期接種の対象年齢を過ぎた、２歳以上ＭＲ２期対象年度前日までのお子さん 

２．接種費用：無料 

※予診票がお手元にない場合は、健康増進課へお問い合わせください。 

 

麻しん・風しん（MR)2 期未接種の方への行政措置について 

１．接種対象者：小学校１年生から小学校６年生のお子さま 

２．接種費用：無料 

※予診票がお手元にない場合は、健康増進課へお問い合わせください。 

 

麻しん・風しん（MR)を一度も接種していない方への行政措置について 

１．接種対象者：小学校１年生から小学校６年生のお子さま 

２．接種費用：無料 

※予診票がお手元にない場合は、健康増進課へお問い合わせください。 

 

【麻疹は、学校保健安全法に基づく第二種学校感染症に指定されており、出席停止となります！】 

母子手帳で予防接種歴を 

ご確認ください。 

高良小学校 保健室 


